
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○全職員による共通理解と共通実践・学習内容の定着に向
けた分かりやすい授業実践。

○学習規律の確立
 ・「か・つ・おタイム」の徹底
　 か・・・片付け
　 つ・・・次の時間の準備
　 お・・・お茶・おトイレ

○「学力向上対策評価シートの【共通実践】に基づき、
授業改善に努めることができた。」の質問に対し、肯
定的な回答をした教師８５％以上
○「次の授業の準備をして休み時間を過ごすことがで
きていますか。」「授業が始まる前に席につくことがで
きていますか。」の質問に対し、肯定的な回答をした児
童８５％以上

・唐津の学びスタイルと校内研究、学力向上対策評価シート
を連携させ、より取り組みやすくする。
・校内研修で定期的に学力向上対策評価シートを振り返り、
意識化を図る。
・校内研究により、取組の促進を図る。
・年３回「『か・つ・おタイム』強化週間」を設定し、児童への意
識化を図る。 Ｂ

・「学力向上対策評価シートの【共通実践】に基づき、授業改善に努
めることができた。」の質問に対し、肯定的な回答をした教師は
90.5％おり、成果指標を達成できた。
・抽出調査における「次の授業の準備をして休み時間を過ごすことが
できていますか。」「授業が始まる前に席につくことができています
か。」の質問に対し、肯定的な回答をした児童がそれぞれ89.5％、
86.7％であった。今後、具体的取組を通して、向上を図る。 Ａ

・「学力向上対策評価シートの【共通実践】に基づき、授業改
善に努めることができた。」の質問に対し、肯定的な回答をし
た教師は91.2％おり、成果指標を達成できた。校内研究の広
がりが、アンケートの結果にも表れているように思う。
・「次の授業の準備をして休み時間を過ごすことができていま
すか。」「授業が始まる前に席につくことができていますか。」
の質問に対し、肯定的な回答をした児童がそれぞれ93.7％、
89.4％であり、成果指標を達成できた。また、双方とも中間評
価時よりも上昇しており、具体的取組が奏功したと考える。

Ａ

・先生方は、堅苦しい授業ではなく、児童がリラックスし
て笑顔で、それでいて真剣に学習できるような授業作り
を心掛けていると感じた。
・児童は授業が始まる前に準備をし着席をしている。児
童が学習しようとする意気込みがある。かつおタイムが
実施できていた。

学習指導部【廣重・瀬戸】
研究推進部【緒方・久浦】

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

●道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をし
た児童８０％以上
○人権に関するアンケートにおいて肯定的な回答をし
た児童８５％以上。「思いやりのある言葉遣いをしてい
る」の項目で肯定的な回答をした児童９０％以上

・道徳に関するアンケートを実施
・道徳科の授業づくりに関する校内研修等の実
施
・学期に１回、低中高別の人権学習を実施し、人
権に係るアンケートを実施する。
・自己肯定感を高めるため、家庭と連携して、「お

Ｂ
・道徳科の授業づくりに関する校内研修を実施し
た。
・各学年で、人権に関わる授業や合同学習を進め
ることができた。

Ｂ

・道徳に関するアンケートを実施し、肯定的な回答をした児童
が８０％以上で、設定目標を達成できた。
・低中高別の人権学習には取り組めなかったが、各学年グ
ループでの人権感覚を育てる学習や体験活動には取り組め
た。アンケートにおいても、目標数値をほぼ達成できた。

Ｂ
・「ありがとう集会」からは、6年生に対する感謝の気持
ちが伝わり成長を感じた。
・授業に集中していない児童に対しての声掛けが欲し
い。そのような児童にも手をかけることで、児童の人権
意識が育つと思う。

道徳教育推進教師【川原】
人権・同和教育担当【仁部】
各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○「学校を楽しめているか」の質問に対
し、肯定的な回答をした児童８５％以上
○認知したいじめの３ヶ月以内での解消
率１００％を目指す。

・構成的エンカウンターやソーシャルスキルトレー
ニングなどを取り入れた授業実践を重ねる。
・児童の様子に目を配り、気になることは「校内
いじめ防止対策委員会」を開き、組織的に対応し
ていく。

Ａ

・児童意識調査では、「学校を楽しめているか」の質問
に対して８４％の児童が肯定的な回答した。主体的に学
校を楽しもうとしている様子が伺える。
・本年度に認知したいじめについては、組織的な対応が
速やかにできており、現時点において解消率１００％で
ある。

Ａ

・児童意識調査では、「学校を楽しめているか」の質問に対し
て８６％の児童が肯定的な回答した。前回調査よりも２ポイン
ト上昇しており、主体的に学校を楽しもうとしている様子が伺
える。
・本年度に認知したいじめについては、組織的な対応が速や
かにできており、現時点において解消率１００％である。

Ａ

・教室を回っている時に自然とあいさつをしている。学級は楽しい雰
囲気がある。
・いじめに対しての学校の取組がよくわかった。一つ一つの事案に対
して丁寧な対応をされている。かなりの時間と労力を要することが分
かる。
・学校では相当数のいじめを発見し対応されているが、保護者や地
域での発見率も高く、保護者や地区の役割は大きい。

生活指導部【中島・野中】
各学年主任

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童生徒
80％以上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童生徒90％
以上

・各種体験活動では、児童に活動の見
通しをもたせ、学びの振り返りを行う活
動を仕組み、自己の変容に気付かせて
いく。また、教師は活動の過程において
児童に1日に１回以上肯定的な声かけを
するように意識する。

Ｂ

・アンケート結果によると、「先生が自分の良いところを認めて
くれる」と回答した児童の割合は全体の87.1%で、設定した目
標を上回った。
一方、将来の夢や目標については、「はっきりある」「どちらか
といえばある」と肯定的な回答した児童の割合は86.2%となり、
設定した目標をやや下回った。アンケート回答の時点で夢や
目標や持てていない児童もおり、さらに職員が児童の良さや
頑張りを認めていくことを継続しながら、児童の意欲の向上や
夢のきっかけ作りにつなげていきたい。

Ａ

・アンケート結果より「先生が自分の良いところを認めてくれ
る」と回答した児童の割合は93.1%で、設定目標を上回った。
・将来の夢や目標については、「はっきりある」「どちらかとい
えばある」と肯定的な回答した児童の割合が89.7%となり、中
間評価よりやや高くなった。また男女別で見ると女子92.9%、
男子86.7%で、女子の方が夢や目標を持っている割合が高い
傾向が見られた。今後も個人差等に配慮しながら、機会ある
ごとに児童の頑張りや良さを認め、すべての児童の意欲を高
められるような指導、支援の工夫をしていきたい。

Ａ

・先生に認めてもらっているという実感を持つと、児童は自己
肯定感が高くなり、自己の可能性を見つめることができる。先
生に認められることが、児童のやる気につながっている。
・なかなか夢をもつことが難しい世の中になっているが、地域
や家庭で、児童が将来の夢をもつことができるように、明るく
話していく必要がある。

主幹教諭・教務主任

◎自分の気持ちを周囲や相手に伝わる
言葉で表現する力を育てるための教育
活動

○自分の気持ちを周囲や相手に伝える
ことができたと回答した児童85%以上

・各学年グループまたは、低中高学年グループで学期
に１回ずつ人権集会を行い、人権意識を高めるととも
に言葉の大切さを学ぶ機会を設定する。 Ｂ

・全校で、ぽかぽか言葉やいいところ見つけ
などの取組を行った。 Ｂ

・ぽかぽか言葉の取組は、代表委員会での議題として取り上
げられ全校での取組として行った結果、学校全体がポジティ
ブな雰囲気となった。言葉遣いもやわらかい表現が増え、安
心・安全な学校づくりに寄与することができた。

Ｂ
・お友達の良いところを見つけて付箋をつけるノートを見た。と
ても良い取り組みが行われている。
・児童が何気なく使う、乱暴な言葉遣いなど、相手を傷つける
言葉には、指導が必要。

道徳教育推進教師【川原】
人権・同和教育担当【仁
部】
各学年主任

❷「望ましい生活習慣の形成」 ○朝食をとって登校する児童９５％以上
○「１～２年生は２１時まで、３年生は２１
時半まで、４～６年生は２２時までに就
寝した」と答える児童８０％以上

・保護者への啓発を図るために「保健だより」を
ホームページに掲載する。
・食事の大切さを実感したり命や作る人への感
謝の気持ちをもったりできるよう、給食時間等を
中心に学年に応じて指導を行う。
・健康調査時に就寝時刻や朝食を摂ってきたか
について調べ、普段の生活習慣を見直し、健康
的な生活を送ることができる児童を目指す。

Ａ

健康調査時の児童の挙手による調査では、朝食をとって登校
する児童98.7％、目標時間内に就寝した児童は、1～２年生
80％、３年生84％、４～６年生90％で、全体としては84％と、
目標数値を上回った。低学年ほど目標数値に近い結果となっ
たが、これは社会体育や習い事をしている児童が増えてきて
いるために、決まった児童の就寝時刻が遅くなっているため
だと考えられる。健やかな成長に欠かせない生活習慣につい
て、授業や生活の話の折に触れ児童に伝えたり、「保健だよ
り」に掲載したりするなど、学年に応じた指導や家庭への啓発
を引き続き行っていく。

Ｂ

・学校評価アンケート調査では、朝食をとって登校する児童
97％で目標数値を上回り、各学年の目標時間内に就寝した
児童79％は目標数値を下回る結果だった。健康調査時の児
童の挙手による調査でも、前者は99.5％、後者は1～2年生
82％、3年生91％、4～6年生78％で、全体としては83％と中
間結果（84％）より下回っていた。給食週間を中心に食に関す
る授業に取り組んだり、放送朝会にて校長講話の中で生活リ
ズムを整える必要性について伝えたりすることができたが、児
童の望ましい生活習慣の形成のために、保護者への啓発や
発達段階に応じた指導を引き続き行っていきたい。

Ａ

・望ましい生活習慣は、家庭の在り方によるところが大
きいが、高学年になると、食育や家庭科等の授業を通
して、今の生活習慣を考える機会になるのではと思う。
・朝食を食べてきている児童が増えてきていることは良
い傾向である。

健康指導部【野上・松尾】
学校栄養職員
養護教諭

○運動習慣の定着化 ○「授業以外で、運動やスポーツに進ん
で取り組んでいる」について肯定的な回
答をした児童７５％以上

・スポーツチャレンジへの取組を推奨す
る。
・運動できる場を確保するため、昼休み
にも体育館の開放を行う。

Ｂ

・児童への挙手による調査では、「授業以外で、運動やスポーツに進
んで取り組んでいる」について、肯定的な回答をした児童は８３％
で、目標数値を上回っている。スポーツチャレンジへの取組を委員会
で見本動画を作成して推奨したり、昼休みの体育館開放も各学年で
差が出ないように計画的に実施したりしている。また、朝の時間にも
遊ぶことができるようにしたことで、生活リズムを整えたり、積極的に
体を動かそうとしたりする児童の数もだんだん増えてきている。

Ａ

・児童の挙手による調査では、「授業以外で、運動やスポーツに進ん
で取り組んでいる」について、肯定的な回答をした児童は91％で、目
標数値を上回り、中間報告時よりも8％上がった。スポーツチャレンジ
への取組を委員会で呼び掛けたり、朝の運動場開放や昼休みの体
育館開放も引き続き計画的に実施したりしている。運動できる場と機
会を定期的に設けるよう工夫したり、取り組みやすい体育科の授業
実践に関する資料を職員間で共有したりしながら、児童の運動習慣
の定着化に向けて取組を続けていきたい。

Ａ

・今はいろいろなスポーツが脚光をあびる時代なので、多様な
スポーツのすそ野が広がっている。社会体育等に入っている
児童も多い。地域としてそのような活動を応援していく。
・スポーツチャレンジなど、学校でも運動に親しむきっかけに
なる活動が実践されている。運動をする児童とそうでない児
童の格差を感じるので、運動の習慣化を保護者にも啓発する
必要がある。

健康指導部【野上・松尾】
学校栄養職員
養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・会議１時間以内を実行する。
・学校や学年行事を見直し、組み合わせられるもの、縮小で
きるもの、削減できるものなど運営委員会を中心に考えてい
く。
・業務記録を有効活用し、月毎の時間外勤務の目標時間を
設定し、意識を高めていく。

Ｂ

・職員会議の前に運営委員会を行い、その話し合いで済ませること
ができる内容については、参加している学年主任が他の職員に伝達
することで、職員会議の時間短縮に努めている。
・週1回の連絡会を廃止し、必要な事項はチームズでの配信を行うこ
とで時間の確保に努めている。
・時間外勤務については学年定時退勤日の設定を提案している。

Ｂ

・職員会議の時間は1時間以内を達成できた。しかし、運営委員会は
時間超過することがあった。紙面やチームズ配信で済む内容につい
ては前って読んでいただき時間短縮に努めている。
・学校行事の精選については、5年生バス旅行の廃止など、次年度
に向けて取組中である。
・毎週の定時退勤日は意識している職員が多い。児童下校後の年
休取得も増えている。業務記録票から特定の職員の仕事量の軽減
が課題であることが分かる。

Ｂ

・業務の効率化を図り、先生方が元気な姿で児童の前に立つ
ことで教育効果を高めようとしていることを理解した。しかし、
学校に来るたびに先生方の忙しさを痛感している。
・引き続き業務改善に努めていく必要性を感じる。 企画会

〇教職員の連携促進 ○「自己のタイムマネジメントをしながら業務にあ
たることができたか」「学年や部会で仕事の分担
ができているか」の質問に対し、肯定的な回答を
した職員７０％以上

・管理職や学年主任、部長を中心に仕事の平準
化について話しかけ、協働意識を高める。
・業務の負担に偏りがないか、企画会メンバーで
情報共有し、対応する。

Ｂ

・仕事の平準化については管理職や学年主任、部長を中心
に声掛けを行っているが、まだ解消していない。
・業務の負担については、限られた職員で仕事を分担してい
る状態である。仕事の優先順位をつけ精選を行っている。 Ｂ

・学年や部会で仕事の分担ができたと回答した職員は91％であっ
た。多くの職員は協力して仕事を行おうとしている。しかし、まだ、学
年主任や部長などの負担が大きく、まだ解消されていない。
・業務の負担については、ストレスチェックの結果からも負担が大き
いことが分かる。仕事の優先順位をつけ精選を行う必要がある。

Ｂ
・児童数に対して先生方の人数が少ないと感じる。個人
の負担が重くならないように、職員皆で分担して取り組
もうとしていることが分かった。

企画会

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○特別支援教育への理解推進･支援体
制の確立

○「職員同士で密に情報交換を行い、具体的な手立
てをもって支援することができたか」の質問に対して肯
定的な回答をした職員９０％以上
○「特別支援教育に関する通信を読んでいる」保護者
８０％以上

・特別支援担当者が学級担任や生活支援員と密
に情報交換を行い、児童の状況を適切につか
み、具体的な手立てをもって支援する。
・保護者向けの通信を特別支援部より年５回程
度発行し理解を図る。

Ｂ

・児童の様子について，学級担任や生活支援員と日々情報共有することにして
いるが、特別支援学級に在籍している児童が通常学級で学習している時の支援
が不足している。通常学級にも様々な特性の児童がいるため、情報共有だけで
なく、日々の見取りや支援の必要がある。
・通信は計画通りに発行し，特別支援教育への啓発を進めることができている。 Ｂ

・児童の様子について，学級担任や生活支援員と日々情報共有する
ことで，共通の手立てを取りながら支援に当たることができた。職員
アンケートにおける肯定的な回答の割合は９７%だった。
・保護者向けの通信を計画通りに発行し，多様性への考え方や関わ
り方などについて啓発することができた。保護者アンケートにおいて
は7６%と数値目標を下回っていた。より浸透するように、保護者の必
要としている情報を発信し、継続していく必要がある。

Ａ

・特別支援学級の在籍人数の多さに驚いた。個別に関わるこ
とは、その児童の成長を見守るために大切だと感じた。
・特別支援学級の児童も落ち着いて学習していた。学習でき
る環境作りを進められていることが分かる。

特別支援部【堀川・前田】

○予防的・開発的指導

〇基本的生活習慣の実態把握と改善指
導

○生活目標のうち「あいさつ」「安全のき
まり」「無言清掃」を守れたと答える児童
85％以上

・委員会活動や代表委員会を通して、児童による
啓発を行う。
・生活協議会等で児童の実態を把握し、全職員
で共通理解を図り、指導重点項目の徹底を目指
す。

Ｂ

・児童意識調査では、「明るいあいさつ」…７８％、「安全
のきまり」…８４％、「無言掃除」…７４％の児童が守れ
ていると回答した。どの項目も改善してきてはいるもの
の、達成率が十分とはいえない。
・１分前着席とかつお（かたづけ、つぎの準備、お茶トイ
レ）、無言掃除は小中の共通取組として、全職員で児童
の意識向上に努めた。

Ｂ

・児童意識調査では、「明るいあいさつ」…７７％、「安全
のきまり」…８２％、「無言掃除」…７４％の児童が守れ
ていると回答した。どの項目もほぼ前回と変わらず、取
組に改善が必要である。
・１分前着席とかつお（かたづけ、つぎの準備、お茶トイ
レ）、無言掃除は、取組の強化週間を設定し、全職員で
児童の意識向上に努めた。

Ｂ

・元気にあいさつをする児童が多かった。
・朝の登校から「おはようございます」と元気にあいさつ
をすることが、楽しい学校生活につながると思う。地区
でも登校指導等で明るいあいさつ等を奨励していく。

生活指導部【中島・野中】
特別活動部【古川・野方】

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望
・業務改善、教職員の働き方改革を推進し、自らの授業を磨いたり、日々の生活を豊かにすることで、自らの人間性を高め子ども達に効果的な教育活動を行う。
・児童が、自他の生命を尊重し、思いやりをもって他者に接することができるよう、人権教育や道徳の授業を充実を図る。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

【成果】 ①　全職員で学力向上の共通理解と共通実践を継続的に取り組み、児童の学ぶ意欲の向上や学力向上につながった。

　　　　 ②　定期的にフォームズでの保護者を対象にしたいじめアンケートを行うなど、いじめの予防、早期発見のための体制が整ってきた。

【課題】 ①　人権教育や特別の教科「道徳」の充実を図る。特に、思いやりのある態度や言葉遣いに気をつけて、学校生活を送ることができる児童の育成を目指す。

          　②　業務改善、教職員の働き方改革を推進し、自らの授業を磨いたり、日々の生活を豊かにすることで、自らの人間性や創造性を高め、子ども達に効果的な教育活動を行う。

２　学校教育目標 自ら考え行動し　いきいきと学ぶ児童の育成

３　本年度の重点目標

【知】　①　学習規律を整える。　②  個別最適な学びと協労的な学びを通して、主体的にいきいきと学ぶ児童を育成する。　③　家庭学習の工夫。

【徳】　①　児童・保護者・職員の心の教育を充実するために、校内体制を整える。　②　特別支援教育の充実を図る。

【体】　①　保護者と共に食育を推進する。 ②　望ましい生活習慣を身に付けるために、家庭での生活習慣に対する意識を高める。

学校名 唐津市立鏡山小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


